も、 それに は 顫え あがって、 魚 は 元より 魚籃も 釣竿 も 

ほうり 出して 逃げて 来る と 云われて いた。 

きんた つりず き わかいし ゆ 

金 太と 云う 釣 好の 壮佼 があった。 金 太 はおいて け 

堀に 鮒が 多い と 聞いた ので 釣りに & つた。 両国 橋 を 

渡った ところで、 知り あいの 老人に 逢った。 

「おや、 金 公 か、 釣に 住く のか、 何処 だ」 

「お 竹 蔵の 池 さ、 今年 は 鮒が 多い と 云う じ やねえ か」 

あすこ 

「彼処 は、 鮒で も、 鯰で も、 たんと いるだろう が、 い 

けね ぇぜ、 彼処に は、 怪物が いる ぜ」 

あやし 

金 太 もお いてけ 堀の 怪 い 話 は 聞いて いた。 

「いたら、 ついでに、 それ も 釣って くる さ。 今時、 唐 



「まだ 云って やが る、 なに 云って やが るの だ、 こんな 

うま 

旨い 鮒 をお いてって たまる ものけ い、 ふざけ やが るな _ 

たぬき きつね くやし 

狸 か、 狐 か、 口 惜けリ や、 一本 足の 唐傘に でもな つ 

て 出て 来 や がれ」 

金 太 は 気 もちが わるい ので 足 はとめなかった。 と、 

眼の 前へ ひょいと 出て 来た 者が あった。 それ は 人の 姿 

であるから 一 本 足の 唐傘ではなかった。 

「何 だ」 

鈍い 月の 光に 眼 も 鼻 もない のつ ベら の 蒼白い 顔 を 見 

せた。 

「わたし だよ、 金 太さん」 
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